
 

 

 

 

 

 「いのちがいちばん輝く日」 
   ―あるホスピス病棟の４０日―    

 滋賀県近江八幡市にあるホスピス「希望館」 

 ６回目の冬を迎えようとしている施設には、がん

の終末期を迎えた人たちが集う。 

ホスピス長である細井順さんは白衣を着ない。それ

はがんを患った自身の経験から「患者も医者も同じ

弱さを持った人間同士」という考えに至った結果だ。 

細井さんは目線を合わせて患者の「痛み」や「寂し

さ」に寄り添う・・・ 

四日市市在宅医療啓発活動事業  

 

 

 

 

                                         

      

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１３年１０月２６日（土） １３：３０～１６：３０ 

四日市市文化会館 第３ホール 

● 定 員   ２００名（先着順） 

● 参加費   1,000 円 

● 託児・託老いたします（申込み要・有料） 

● 参加のお申し込みはこのチラシのうらをご覧ください   
     

主催：NPO 法人四日市男女共同参画研究所（高齢社会をよくする女性の会よっかいちグループ） 
この講座は四日市保健センターの補助金助成をうけて開催します 

 

「平穏死１０の条件」 

   

               

プロフィール 

 １９８４年東京医科大学卒業後、大阪大学第２

内科に入局。１９９５年兵庫県尼崎市に長尾クリ

ニックを開業。“町医者”として年中無休で在宅医

療、予防医学に取り組み、医療再生のための現場

からの発信を惜しまない日々。 

主な著書：ロングセラー「平穏死１０の条件」・ 

 「家族が選んだ平穏死」・「『平穏死』という親

孝行」・近著「がんの花道」など多数                                    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ●講演会と映画 
    
              Fax 申込み用紙  
 
          ０５９－３２６－８５１４（事務局） 
 
 

お名前 
 

ご住所 
 

電話番号 
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